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序　　　　　文

福岡市西部に位置する早良平野は古来より先達の生活の場であったようで、緊急発掘によって明らかに

なった遺跡も年ごとに数を増してきています。

西新町遺跡は、これまでの調査によって弥生から古墳時代にかけての遺跡として知られてきました。こ

こに報告するのは民間のビル建設に伴って実施された埋蔵文化財の調査結果です。今回確認された遺構は

弥生時代の墓域や集落の広がりをしめすもので、貴重な資料を得ることができました。なかでも住居跡や

土坑から出土した鉄斧や石錘は、当時の交易や生業を知るうえで注目されます。

将来この報告書が内外の文化交流に役立つことを期待します。

さいごになりましたが・調査を実施するにあたりご協力いただいた関係者のみをさまに心より御礼を申
し上げます。

1996年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花 剛

例　　　　　　　．
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－

・　　　▲

言

1．本書は、集合住宅の建設に伴って発掘調査した福岡市早良区西新に所在する西新町遺跡第6・7次調

査の報告書である。

2．調査は、福岡市教育委員会を主体とし、1993年・1994年度に発掘調査、1995年度に整理作業を行った。

3・本書に使用する方位はすべて磁北である。

4・遺構の実測は、調査参加者で分担して行った。

5．写真撮影は、調査担当者のほか鉄斧の処理前の写真を本田光子がおこなった。

6．遺物の実測は、調査担当者がおこなった。

7．本書に使用した地図のうちFig．1は都市計画図、Fig・2は道路管理台帳をもとに作成した。

8・出土遺物とデータ類は、福岡市埋蔵文化財センターで収蔵．保管の予定である。

9．本書の編集．執筆は、常松が行った。
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第1章　調査の概要

調査の経緯

6次調査実施までの経緯は以下のとおりである。平成6年1月、野村不動産株式会社から教育委員会埋

蔵文化財課に福岡市早良区西新5丁目643－4外における埋蔵文化財の有無について照会された。埋蔵文化財

課では、該地が西新町遺跡群に含まれていることから、同1月19日試掘調査を実施した。試掘によって遺

構の存在が確認されたため調査を行なう方向で協議がもたれた。協議の結果、調査は建築の工程上、93年

度と94年度にかけて実施することになり3月から6月中旬にかけて調査を実施することで合意し、委託契

約が結ばれた。表土持出しと調査事務所などの条件整備が整った後、発掘調査を開始し、契約期間内で調

査を実施した。

つぎに7次調査実施までの経緯を以下に記す。平成6年3月、三井建設九州支店から教育委員会埋蔵文

化財課に福岡市早良区西新5丁目638－9における埋蔵文化財の有無について照会された。埋蔵文化財課では、

該地が西新町遺跡群に含まれていることから、同3月15日試掘調査を実施した。試掘によって遺構の存在
．

が確認されたため調査を行なう方向で協議がもたれた。協議の結果、調査は建築の工程上、94年度当初に

実施することになり、建築物の基礎工事を先行したのちに調査を実施することで合意し、委託契約が結ば

れた。表土持出しと調査事務所などの条件整備が整った4月下旬、発掘調査を開始し、契約期間内で調査

を実施した。

調査にあたっては委託者ならびに関係各位の高配を賜った。厚くお礼申し上げる次第である。

調査委託

調査主体

調査総括

事前審査

庶　　務

調査担当

調査．整理参加者

野村不動産株式会社（6次調査）

三井建設九州支店　（7次調査）

福岡市教育委員会　埋蔵文化財課

埋蔵文化財課長　折尾　学（当時）荒巻輝勝

埋蔵文化財第一係長　横山邦継

主任文化財主事　山口譲泊（当時）

菅波正人（試掘）

吉田麻由美（当時）西田結香

埋蔵文化財第一係　常松幹雄

池田由美・伊藤ミドリ・井上ムツ子・牛尾秋子・牛尾二三子

衛藤美奈子．菊地栄子・古賀誠二・佐藤志津．末永　諭

惣慶トミ子・竹下裕子．鳥井原良治・原　美晴・平野義雄

藤野真紀．船越恒人．掘本歳四郎．松元恵美．柳浦八重子

山西人美．吉川順岳．脇坂レイコ
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調査の概要

遺跡の形成と発見のあゆみ

西新町遺跡と藤崎遺跡は、博多湾に面して隣接する砂丘遺跡である。地質学の研究によると、砂丘の形

成段階は、およそ3段階に要約できるという。

第一段階　今から三千五百年ほど前の縄文海進の最盛期には、藤崎遺跡の西側から海が入り込み、波による侵食をうけな
がら、一部では礫を堆積させた。

第二段階　砂洲が形成されるようになる三千年前頃になると、一段と陸地化が進んだ。
第三段階　その後、風成砂（風で運ばれてきた砂）が堆積するようになり、二千五百年ほど前には砂丘になる。風成砂の

堆積は7世紀頃まで続いた。

また両遺跡における考古学的所見は、弥生時代の墓制や土器研究で重要な位置を占めている。主だった

発掘・発見を以下にあげよう。

1912（明治45）年、土砂を採集中箱式石棺を発見。棺内から成人骨と三角縁二神龍虎鏡一面、素環頭大刀一口が発見
された。棺内には赤色顔料が確認されたとある。

島田寅次郎によりとして報告され、藤崎古墳などと呼ばれた。「藤崎の石棺」『史蹟名勝天然記念物調査報告書第一輯』福
岡県、1925年

1917（大正6）年、箱式石棺から方格渦文鏡出土。
中山平次郎により、資料紹介と遺跡の概要を記した。藤崎石棺群と呼ばれた。「古式支那鏡鑑沿革（二）」『考古学雑誌第9
巻第3号』考古学会、1918年

1930（昭和5）年、大正6年と同じ場所で、弥生時代前期の甕棺墓と副葬小壷、箱式石棺墓が出土。永倉松男．鏡山猛
が調査し、遺跡の状況と甕棺の副葬小壷の実測図を示した。「筑前藤崎に於ける弥生式遺跡」『考古学第2巻第1号』東京考
古学会、1931年

1930（昭和5）年、修猷館の運動場の東南端に近い明治通り沿いで電柱の立替え中に丹塗で蓋付きの甕棺が出土した。
現在この甕棺は、東京国立博物館の蔵品となっている。永倉松男．鏡山猛「筑前園福岡市発見の甕棺」『考古学第1巻第5．
6号』東京考古学会、1930年

昭和30年代、旧藤崎刑務所内で工事中に弥生中期の甕棺墓が発見された。弥生終末期の標式とされる土器もこの辺りで出
土した。森貞次郎は北部九州の弥生土器の編年について「弥生の下限を西新期より下げることはできない」と述べた。「九州」
『日本の考古学Ⅲ』河出書房新社、1966年

1976～78（昭和51～53）年、市営地下鉄の工事にともなって福岡市教育委員会が発掘調査。修猷館高校前の
約500mの区間で、甕棺墓30基と弥生終末から古墳時代にかけての集落を調査。西新式土器の実態解明がすすむ。福岡市
埋蔵文化財調査報告書第79集、1982年

1977・78（昭和52．53）年、市営地下鉄の工事にともなって福岡市教育委員会が発掘調査。藤崎交差点付近を中
心に甕棺墓91基、石棺墓4基、土墳墓23基を調査し、弥生時代の集団墓地の様子が明らかとなった°福岡市埋蔵文化財
調査報告書第62集、1981年

1977（昭和52）年、民間ビルの建設にともなう調査で、弥生前期の甕棺から碧玉製の管玉が出土した。

1980（昭和55）年、藤崎バスターミナルの建設にともなう調査で、方形周溝墓の主体部から三角縁二神車馬鏡が出土
した。福岡市埋蔵文化財調査報告書第80集、1982年

1984（昭和59）年、修猷館高校図書館改築にともなって福岡県教育委員会が発掘調査を行なう。古墳時代前期の住居
跡から朝鮮半島南部から運ばれた土器がまとまって出土した。福岡県文化財調査報告書第72集、1985年

1995年までに教育委員会によって、西新町遺跡は10次、藤崎遺跡は26次にわたる発掘調査が行

なわれてきた。西新町遺跡8次調査で検出された住居跡は、弥生時代中期にさかのぼる集落の存在を明ら

かにした。西新町遺跡10次調査では、頭骸骨のない人骨あるいは頭骸骨だけを収めた甕棺墓が発掘され

ており、「儀礼」・「戦闘」両面で検討されている。

－2－
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第2章　西新町遺跡6次調査
6次調査区は、海岸線に沿って東西に延びる砂丘の南斜面に位置する。遺構検出面の標高は、4m前後で

ある。侵入路付近は、構造物によって撹乱を受けていた。東壁と西壁の土層図からも明らかなように、風

成砂からなる遺構面は、緩やかに南側に傾斜しているのがわかる。

Fig．3　西新町遺跡の6次調査区遺構配置図（縮尺1／120）

－4－



検出遺構

①　撹乱
②　茶灰色砂層
③　黄色砂層（かぶり）
④　茶灰色砂層（包含層）
⑤　黄色砂層（地山）
⑥　黒灰色砂層（遺構）
（訂　近世撹乱
⑧　黄灰色砂層
⑨　黄色砂層（土器含む）

Fig．4　西新町遺跡6次調査区土層図・上層検出遺構配置図（縮尺1／120）
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西新町遺跡6次調査

遺構の分布　遺構検出を開始した当初、遺構プランは明瞭でなく、ようやく確認できたのは、東西方向に

はしる1条の溝のみであった。溝は、N－95°－Wの方位をとる。この溝は幅を1．93～0．66m

と変えながら、西接する8次調査区においても確認されている。しかし時期が比定できるような遺物は検

出されていない。

SC－01調査区東側で検出された。西側は撹乱を受けているが、隅丸方形プランの住居跡であろう。

a．a′で4mあまりである。床面と壁面の上部との比高差は、約15cm程度しかなく、かなり削平さ

れている。柱穴は、3か所で確認できたが、b．b′の柱間が主柱穴となるかも知れない。遺物は、床面

から浮いた状態で出土した。

SC－02　調査区西側で検出された隅丸方形プランの住居跡である。長軸はa・a′で2．8m、短軸

はb．b／で2・6mをはかる。床面と壁面の上部との比高差は、約25cm程度である。柱穴は、長軸上

に2か所確認できたが、柱間は1mに満たない。遺物は、床面から浮いた状態で出土した。

SC－03　調査区西側で検出された隅丸方形プランの住居跡である。一辺は2・7－2．8mをはかる。

床面と壁面の上部との比高差は、20～30cm程度である。柱穴は、北側寄りで2か所確認できたが、

柱間は1．5mほどである。遺物は、床面から浮いた状態で出土した。

SC－04　調査区西側で検出された隅丸長方形プランの住居跡である。SC－10を切っている。

a・a′で4．0mあまりである。床面と壁面の上部との比高差は、約30～40cmほどある。柱穴は、

3か所で確認できたが、主柱穴は不明である。遺物は、床面から浮いた状態で出土した。

SC－05　調査区中央部で検出された長方形プランの住居跡である。長軸は2．9m、短軸は2・6mで

ある。南東隅で長胴甕と鉢が横たわった状態で検出された。また北東隅の柱穴の上部で大型の石錘が出土

した。柱穴は、遺物の出土状況を記録したのちに東寄りの短軸上で2か所確認できた。柱間は1・5mをは

かる。柱穴の検出面と壁面の上部との比高差は、約60cmをはかる。遺構図では遺物の下面で確認され

た淡灰色の砂層をスクリーントーンで示した。

SC－06　調査区南側中央で検出された。西南部は撹乱を受けて、規格は不明だが、短軸2．9m程度

’の隅丸長方形プランの住居跡であろう。高杯が伏せられた状態で出土し、中央部の支脚が集中する部分の

直下で不整楕円形状に堆積した焼土層を確認した。床面と壁面の上部との比高差は、20～30cm程度

である。柱穴は、焼土下で2か所と住居の東西で2か所確認できたか、主柱穴は、不明である。

SC－07　調査区南西側で検出された長軸4・Om、短軸3．5mの隅丸長方形プランの住居跡である。

南隅の柱穴の上部付近では、台付甕や長胴甕がまとまって出土し、土器の下に図のような位置で焼石が検

出された。焼石付近の埋土には炭化物が多く見られたが、明瞭な焼土層の堆積や粘土などは確認できな

かった。床面と壁面の上部との比高差は、10cm程度である。柱穴は、それぞれの隅で計4か所確認で

きた。

SC－08　調査区中央部で、高杯の受け部に鉢が入った状態で出土したことから住居の存在が明らか

となった。大部分撹乱を受けているため遣っているのは南西隅の一部のみである。

SX－09　調査区の南西部で検出された不整円形の土坑である。溝に切られていた。覆土に炭化物を

多く含んでいた。出土遺物は扁平な礫のみである。

SC－10　調査区南西側で検出された一辺2．6mの隅丸方形プランの住居跡である。南西隅をSC－

04に切られていた。床面と壁面の上部との比高差は、15cm程度である。中央部に不整方形の落ちを

確認できたが、柱穴は確認できなかった。出土遺物はみられなかった。
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検出遺構

a

b′
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．

．

1

．
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P
N

∃ 旦4．2m

互4．2m

SC－02

a

J⊃

3．0m

［ニ　　　　ー　員　　　　　　　5　．．　－．．－」

Fig．5　6次調査区SC－01，SC－02遺構実測図（縮尺1／60）
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西新町遺跡6次調査

㌣

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0m

」一一一一一一」一一一一一一一一」一一一一－

Fig．6　6次調査区SC－03，SC－04遺構実測図（縮尺1／60）
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検出遺構

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1．0m
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．
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ヨ
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ヒ二二．：　　　！　．．．一一一」

Fig．7　6次調査区SC一06遺構実測図（縮尺1／20・1／60）
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西新町遺跡6次調査

SC－05

SC．07

／－′〇

b′

C＞　　　　　　　　　　　　　　　　／．．．．－．

4．2m

3．0m

Fig．8　6次調査区SC－05，SC－07遺構実測図（縮尺1／60）
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検出遺構

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．0m

aa

二≒≡至芸萱≡－

a

直

下
N
ヨ

Fig・9　6次調査区SC－08，SX一09，SC－10遺構実測図（縮尺1／60）
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西新町遺跡6次調査

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm

Fig．10　6次調査区SC－01，SC－03，SC－04出土遺物実測図（縮尺1／4）
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出土遺物

Fig．116次調査区SC－05，SC－06出土遺物実測図（縮尺1／4）
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西新町遺跡6次調査

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm

Fig．12　6次調査区SC－07，SC－08出土遺物実測図（縮尺1／4）
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出土遺物

出土遺物　遺構検出面と住居跡出土の遺物について述べよう。遺物の時期は、，弥生中期後半と弥生終末期

に集中している。また今回図示しえなかったが、近世の陶磁器類も出土した。土器については観察表を参

照されたい。ここでは漁拶関係の遺物である石錘についての所見を記す。

39は、SC－05の北東隅で出土した漁網用の大型の石錘である。黄褐色の三角形方柱形の自然礫に

両面穿孔を施している。重量は4・35kgをはかる。

40は、遺構検出時に出土した石錘である。扇平な自然石の端部4か所を打ち欠いて紐を十文字に掛け

られるように加工している。重量は180．5gである。

41は、SC－05出土の砂岩製の石錘である。ややずんぐりした紡錐形の体部を里し、長軸に沿って

溝が回る。重量は44gである。

42は、SC－07出土の砂岩製の石錘である。紡錐形の体部をもち、長軸に沿って溝が回る。重量は

8．5gと軽量である。

／　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　 l

、篭もヽ

、鴫竜■．

、 、 ．＋ 、 ゝ

Fig．13　6次調査区包含層．検出面出土遺物実測図（縮尺1／4）
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西新町遺跡6次調査

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

Fig．14　6次調査区出土漁梯関連遺物実測図（縮尺1／3，2／3）
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番号　器種　　遺構　サイズ①器高②口径特徴①色調②胎土③焼成④内面調整⑤外面調整

01小壷　　　ク　　①　　　②　　①肌色②砂粒を多く含む③良好④パケ目後なで⑤パケ目後なで

02鉢　　　　ク　　①15．6　　②5・4　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④横なで⑤横なで

03鉢　　　　ク　　①14．3　　②6・6　①褐色②石英等の粗粒を多く含む．雲母を微量含む③良好④パケ目⑤なで～けずり

04壷　　　　ク　　①18・5　　②18．2　①褐色②石英．長石の粗粒を多く含む③良好④パケ目⑤パケ目～パケ目後けずり

05台付甕　　　ク　　①　　　②　　①黄灰色②粗砂粒を多く含む③やや軟質④パケ目⑤パケ目

06甑（鹿部）　SC．03　①

07壷0r鉢（脚部）　〃　　①16．0

08　大鉢？　　ク　　①

09長胴甕　　　ク　　①

10小壷　　　S0－04　①10．8

11鉢　　　　ク　　①ⅰ9．5

12長胴甕　　S0－05　①25・0

13　鉢　　　　ク　　①9・3

14鉢　　　　ク　　①17・0

15　鉢　　　　　〃　　①28．0

16　長胴甕　　S0－06

17　台付甕　　　ク

18高杯（脚部）　ク

19高杯（脚部）　ク

20鉢　　　〃（含土）

21鉢　　　ク（含土）

22　支脚　　　　ク

23　支脚　　　　　〃

②　　①暗褐色②石英等の粗粒を含む③良好④磨滅が著しい⑤パケ目～なで

②4．5　①褐色②石英等の粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

②　　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を多く含む③良好④磨滅が著しい⑤パケ目～なで

②　　①褐色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④磨滅が著しい⑤パケ目～なで

②　　①暗褐色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

②10・2　①褐色②石英と長石の粗粧．雲母の細粒を多く含む③良好④パケ目⑤けずり

②36．2　①褐色②石英の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④ハケ目後なで（磨滅）⑤パケ目～なで

②8．7　①暗灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③やや脆弱④ハケ目後横なで⑤パケ目

②10・6　①肌色②石英．長石の租粒を含み褐色の粒子を混入③良好④パケ目後なで⑤なで

②14・0　①茶灰色②石英．朝夕の粗粒を含み雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤けずり後なで

①23．2～23・8②34・8　①淡黄灰色②石英や長石の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

①12・7　　②18・3　①黄灰色②石英の粗粒を含む③やや脆弱④パケ目⑤パケ目

①　　　②　　①黄褐色②石英の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④しはり～なで⑤タタキ後なで

①　　　②　　①肌色②細砂粒及び雲母の細粒を含む③良好④⑤

①　　　②　　①暗黄灰色②石英の租粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

①　　　②　　①暗黄灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

①受12．8裾13・3②19．2①淡褐色②石英・雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

①裾　　②20．3　①暗茶褐色②石英や長石の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

備　考　　　　　　　登録番号

00102

00105

00104

00103

00101

00303

穿孔あり 00301

00302

00304

α）402

0040ⅰ

歪みがありうまく接合しない　00501

00504

00503

00502

㈱601

00602

00606

対となった双孔を二ヶ所配す　00603

手づくね　　　　　　　　00608

手づくね　　　　　　　　00607

00605

00604

24高杯　　　Sc．07　①　　　②　　①暗黄灰色②石英の粗粒が斑で雲母の細粒を多く含む③良好④パケ目後暗文、なで⑤暗文風（磨滅が著しい）　　　　　㈱702

25高杯　　　　〃　　①30・5　　②21・2　①茶灰色②石英雲母等の細粒を含む③良好④パケ目後へラミガキ⑤ヘラミガキ～ヘラなで

26長胴甕　　　ク　　①19．5～20・3②31．3　①茶褐色②石英、長石、雲母粒を多く含む③良好④パケ目⑤パケ目

27支脚・　　　ケ　　①

28　支脚　　　ク　　①

29　支脚　　　　ヶ・　①．

30鉢　　　　SC－08　①20．5

31高杯（皿部）　ク　　①25・0

32鉢　　　包含層　　①

33鉢　　　包含層　　①

34鉢　　包含層（8区）①

35　鉢　　　包含層　　①

36鉢　　包含層（枢）①

37壷　　検出面（枢）①

38壷　　検出面（1区）①29．2

99　壷　　　　SC－04　①19．5

②7・2　①淡褐色②　③良好④なで⑤なで

②14．7　①黄灰色②石英、雲母の細粒を含む③良好④なで⑤なで

②15・3　①黄灰色②石英、雲母等の細粒を含む③良好④なで⑤なで

②16．3　①肌色②石英、長石の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④パケ目後なで⑤パケ目

②　　①褐色②石英、雲母の粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目後ケズリ

②　　①褐色②雲母の細粒を含む③良好④⑤

②　　①褐色②雲母の細粒を含む③良好④⑤

00706

00701

欠失後も使用したと思われる　00705

00704

00703

00801

㈱802

②　　①明褐色②石英等の粗粒をわずかに含む③良好④なで（磨滅が著しい）⑤なで（磨滅が著しい）手づくね

②　　①淡褐色②雲母の細粒を含む③良好④研磨⑤研磨

②　　①黄灰色②雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤なで

②　　①明黄褐色②雲母等の細粒を含む③良好④研磨⑤研磨

②41．3　①明淡灰色②石英等の粗粒を含む③良好④磨滅が著しい⑤パケ目後横なで

②15．8　①黄灰色②石英等の粗粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

Tab．1　6次調査区出土遺物観察表
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内外面丹塗り　　　　　　00907

内外面丹塗り

内面に小動物の牙痕がある

内外面上半に煤を付す

00901

0血3

00904

㈱403



第3章
遺構の分布　調査区内の砂層上面の

標高は4m前後で、最も高い部分で

4・47mである。中央部に井戸によ

る撹乱がある。遺構形成時の旧況を

はかる目安として1号甕棺の表面に

みられる小動物の牙歯痕跡は、甕棺

の一部が露頭した時期があったこと

を示唆するものである。また比較的

遺存度のよい3号住居跡の掘形の状

況をみると、大変締まりがよく、当

時の生活面一に近いものと考えられ

る。したがって遺構が形成された弥

生時代中期後半から弥生時代終末に

かけても、砂層の上面は、4mを若

干上回る程度で推移したと推定され

る。

検出された5基の甕棺墓は、すべ

て調査区の南側に分布していた。集

団墓としての甕棺墓は、東接する1

次調査区で小児甕棺、北東部の2次

調査で成人用甕棺と小児甕棺の分布

が確認されていた。このため墓域は

南側に移行するにつれて縁辺の様相

を呈すると理解していたが、西接す

る10次調査区で成人棺を含む甕棺

墓約30基が、調査されるに及んで

再考を迫られることになった。

甕棺墓

K－01　調査区の最も北で検出

された小児甕棺墓である。接口式で、

埋置方位はN－84。－E、埋置角度

は33。である。下甕に穿孔がみられ

る。墓壕の掘形は不明である。

K－02　調査区の南東部で検出

された小児甕棺墓である。上甕に胴

部上半を打ち欠いた壷を用いてい

る。呑口式で、埋置方位はN－37。－

西新町遺跡7次調査

Fig．15　西新町遺跡7次調査区遺構配置図（縮尺1／150）
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検出遺構

K・01 K．02

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1・Om

Fig．16　7次調査区1～4号甕棺墓実測図（縮尺1／20）
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西新町遺跡7次調査

W、埋置角度は33°である。上甕に穿孔がみられる。墓境の掘形は不明である。

K－03　調査区の南東部で検出された小児甕棺墓である。上甕が下甕に収まるタイプの呑口式で、哩

置方位はN－86。－W、埋置角度は約60である。下甕は隣接地の工事によって下半部は撹乱を受けている。

墓壙の掘形は不明である。

K－04　調査区の南東部で検出された小児甕棺墓である。単相で、埋置方位はN－48。－E、埋置角度

は19。である。墓壙の掘形は不明である。

K－05　調査区の南東部で検出された小児甕棺墓である。上甕に胴部上半を打ち欠いた壷を用いてい

る。接口式で、埋置方位はN－6°－W、埋置角度は約5。である。下甕の胴部外面に煤の付着がみられる。

墓壙の掘形は不明で、図に示したのは便宜的なものである。

K－05

一一一一一十一一1ゝ

－4．0m

Fig．17　7次調査区5号甕棺墓実測図（縮尺1／20）

ー20－



検出遺構
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Fig．18　7次調査区SC－01，SC－03遺構実測図（縮尺1／60）
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西新町遺跡7次調査

jL4．0m
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L一　一一　　二．－　　　5　　　・一．／．　　－1

Fig．19　7次調査区SK－02，SK－05，SX－06，SX－07遺構実測図（縮尺1／40）
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出土遺物

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　30cm

Fig．20　7次調査区1～4号甕棺実測図（縮尺1／6）
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西新町遺跡7次調査

30cm

Fig．217次調査区5号甕棺実測図（縮尺1／6）

住居跡ほか

SC－01　調査区中央部で検出された

長方形プランの住居跡である。長軸は不明

だが3．8m以上、短軸は3．2m程度であ

る。床面の低い部分と壁面の上部との比高

差は、約50cmをはかる。柱穴は、ほぼ

長軸上に2か所確認できたが、柱間が1m

ほどしかなく、主柱穴とするのは無理であ

ろう。黒色の覆土には、土器が多く含まれ

ていた。土器の出土状況は、個体別に6ブ

ロックほどに分かれていた。また覆土から

碧玉製管玉1点が出土した。

SK－02　調査区の北東部で確認され

た楕円形の土坑である。土器がまとまって

検出されたことからその周囲を徐々に掘り

下げたところ土坑の存在が明らかとなっ

た。東側を隣接地に切られている。覆土は、

やや褐色を帯びた砂である。東西に長いプ

ランとすると、長軸は不明、短軸は1・6

m程度であろうか。まとまった土器片は何

れも底から浮いた状態で検出された。

SC－03　調査区の南西で確認された

隅丸長方形プランの住居跡である。調査当

初、この上にはユニットハウスが置かれて

いたが、黒色土から鉢や甕の一部が現われ

たため、遺構の存在を想定し、ハウスを移

動した結果検出した。

遺構の遺存状況は、思いのほか良好で、

闇。8

10cm

Fig．22　7次調査区出土遺物実測図（縮尺2／3）
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出土遺物

〒匪

⊇玉561

Fig．23　7次調査区SC－01出土遺物実測図（縮尺1／4）
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西新町遺跡7次調査

Fig．24　7次調査区SC－03出土遺物実測図1（縮尺1／4）
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出土遺物

Fig．25　7次調査区SC－03出土遺物実測図2（縮尺1／4）
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西新町遺跡7次調査

Fig・26　7次調査区SC－03出土遺物実測図3（縮尺1／4）
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出土遺物

Fig．27　7次調査区SK－02，SX－04検出面出土遺物実測図（縮尺1／4）

－29－



西新町遺跡7次調査

事前の杭工事による撹乱を受けていたものの全容を確認することができた。長軸は5．65m、短軸は4・2

mをはかる。柱穴は、長軸上に2か所確認できたが、柱間は3・4mほどあり、2本柱構造の主柱穴である。

壁面の掘形から柱穴が確認できた床面までの比高差が70cmほどある。また掘方に沿った壁面は堅く

締まっており・砂質にもかかわらず縁を歩いても壊れないほどであった。遺物の中、鉢の多くは、完形

に近く・主柱穴の間で検出された大甕もほぼ完形に復元できた。覆土は黒灰色で、黄灰色となる面を住居

の床面とするなら、遺物は、15cm程度浮いた状態といえる。甕は外面に煤が付着していたが、焼土や

炉跡に相当する構造物は確認できなかった。位置的には、後述するSX－05との関連を求めたい。

SX－04　調査区の北側で確認された焼土と土器の細片からなる性格不明の遺構である。遺構の下面
から台付鉢の破片が出土した。

SK一05　SC－03の東南隅に位置する隅丸方形の土坑である。長軸1．12m、短軸1・08mで深

さは・約40cmをはかる。覆土中に大量の炭化物を混入しており、北側の掘形に近い部分で鋳造鉄斧が

検出された。調査時、この遺構は隣接するSC－03に関連するものという感触を得た。しかし周囲で鉄

澤や鯖の羽口は出土しておらず、鉄器などの加工に関わるとする積極材料は認められなかった。

SX一06　調査区の南東隅で確認された不整円形の土坑である。径は短軸で2．1m程度、深さは、30

cmをはかる。覆土は黒色の砂よりなる。上面に礫が浮いた状態で検出された。土器片など時期を決定で

きる遺物は出土していない。

SX－07　調査区の南東部で確認された不整形の土坑である。隣接地や甕棺墓の掘形に切られている

ため本来の規模を推定できない。覆土は・やや褐色を帯びた砂である。上面で浮いた状態で検出された礫

は、形状から一種の石皿に類する石器である。

出土遺物　土器以外の特記すべき遺物として鍛造鉄斧と碧玉製管玉がある。

鉄斧（97）は、3号住居跡（SC－03）に隣接する土坑（SK－05）の上面で検出された。全長6・2

cm、刃部幅3．5cm、袋部幅3．0cmをはかる。袋部の一部を欠失する。

碧玉製管玉（98）は・1号住居跡の覆土から出土したものである。全長1・36cm、上端部幅0・63cm、

下端部幅0．62cmをはかる。両面穿孔である○色調は深緑を呈した、典型的な弥生時代の管玉である。

住居跡の時期は西新式土器の新段階にあたるが、当該期の資料としては不自然であり、むしろ甕棺墓の被

葬者の装身具が何らかの要因で混入したものと理解したい。

番号

43

44

45

46

47

48

49

器種　　遺構サイズ①器高②口径特徴①色調②胎土③焼成④内面調整⑤外面調整　　　　　　　　備　考
甕

甕

壷？

甕

甕

甕

甕

50　壷

51甕

K－01（上）①　　②31．0①肌色②石英等の粗糖を多く含み褐色粒子もまばらに見える③やや軟質④パケ目後なで⑤パケ目

ク（下）①底9．3　②35．0①肌色②石英等の粗粒を多く含み褐色粒子もまばらに見える③やや軟質④パケ目後なで⑤パケ目

K－02（上）①底11・8　②　①黄灰色②石英の粗糖・雲母の細粒を含む③良好④パケ目後なで⑤パケ目

ク（下）①　　②　①黄灰色②石英等の粗粒を多く含み雲母の細粒を含む③良好④ハケ目⑤ハ用

K－03（上）①31．4　②34．1①明褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④なで⑤パケ目

〃（下）⑳0．4　②　①（内）黄灰色（淡褐色）②石英の触・雲母の細粒を含む③良好④なで⑤パケ目

K一04（単）①28・2～34・3②36．7①淡褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を多く含む③良好④なで⑤パケ目

（歪んでいる）

K－05（上）①底11．4　②　①黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を多く含む③良好④横なで⑤なで

ク（下）①34．5～47．7②55・2　①明黄灰色②石英等の触．雲母の細粒を多く含む③良好④パケ目後なで⑤パケ目

Tab．2　7次調査区出土遺物観察表1

－30－

外面に擦痕がある

登録番号

㈱㈱l

（1）㈱2

㈱㈱3

㈱㈱4

00006

㈱008

内面に調整具の痕と

小動物の牙痕がある　　　　00㈱5

下段の突帯は半周しない．

小動物の牙痕が回る　　　　00㈱9

煤を付す　　　　　　　0㈱07



番号　裁纏　　遺構　サイズ①器高②口径特徴①色調②胎土③焼成④内面調整⑤外面調整

52壷　　　　S0－01①14．0　　②36・5　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④ハケ目⑤パケ目～なで

53壷　　　　ケ　　①　　　②　　①暗黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

54高杯　　　　ケ　　①34．5　　②　　①褐色～黄灰色②砂細粒を含む③良好④なで⑤ハケ目

55　長胴甕　　　ヶ　　①　　　②　　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③やや脆い④ハケ目⑤ハケ目

56　長胴甕

57　台付鉢

58甕（鹿部）

59甕（鹿部）

ケ　　①16．0

ク　　①

〃　　①

〃　　①

備　考　　　　　　　登録番号

㈱ⅰ01

㈱111

00109

00105

②26．4　①淡茶灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を含む③二次焼成によって器壁は脆弱④ハケ目⑤ハケ目 ㈱103

②　　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③やや脆い④なで？（磨滅が著しい）⑤パケ目（二次焼成による？剥落が進む）～なで㈱1糾

②　　①（内）黄灰色（外）褐色②石英等粗細粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目後なで　　　　　　　　　　　㈱ⅰ06

②　　①黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④なで⑤なで　　　　　　　　外面に煤を付す　　　　　㈱107

60鉢　　　　ケ　　①21・0　　②8・8　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④ハケ目後なで⑤ケズリ後なで．鹿部ケズリ　　　　　　　　　㈹102

6ⅰ　台付鉢？（脚部）ク　　①　　　②　　①肌色②石英や雲母の細粒を含む③良好④なで⑤なで

62大甕（鹿部）　ケ　　①　　　②　　①（内）黄灰色（外）褐色②石英等の粗粒を含む③やや軟質④パケ目⑤パケ目

63　壷　　　　SK－02　①12．0　　②16．0　①茶灰色②雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目後ミガキ

糾長胴甕　　ク　　①　　　②　　①茶灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を多く含む③良好⑥パケ目⑤ハケ目～パケ目後なで

65長胴甕　　ク　　①19～21．0②33．2　①②石英の租粒．雲母の細粒を多く含む③良好④パケ目⑤ハケ目後なで

66支脚　　　　ケ　　①ⅰ1．2　　②11．1①茶灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を多く含む③良好④なで⑤タタキ

67器台　　　　ヶ　　①14・0　　②18．4　①暗茶灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④なで⑤ハケ目

68器台　　　　ヶ　　①14．6　　②19・7　①暗茶灰色②石英の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤タタキ後パケ目

69短頸壷　　S0－03　①16・2　　②15．3　①淡褐色②雲母の細粒を多く含む（精良）③良好④パケ目後なで⑤パケ目後へラなで

70台付鉢　　ク　　①21．5　　②17・5　①黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を多く含む③良好④ハケ目後なで⑤ハケ目後なで

71長鵬　　ク　　①34．4　伽．5　①茶灰色②石英等の粗粒．雲畢細粒を多く含む③良好④ハケ目後なで⑤パケ目

72大甕　　ク　⑳6．6　②58・8①黄灰色～褐色②石英等の粗粒，雲母の鵬を含む③良好④パケ目⑤パケ目

73　長胴甕

74長胴甕

75　長胴甕

76長胴甕

77　長胴甕

78　長胴甕

79　鉢

80　鉢

81鉢

82　鉢

83　鉢

84　鉢

85　鉢

86　鉢

87　鉢

88　鉢

89　鉢

90　長胴甕

ケ　　①23．6　　②　　①茶灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

ク　　①　　　②　　①黄灰色②石英等の砂粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目後なで

ケ　　①　　　②　　①淡黄褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤ハケ目

ケ　　①21．0　　②30．4　①暗黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

ク　　①23・0　　②34．5　①黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を多く含む③良好④パケ目⑤パケ目

ケ　　①　　　②　　①黄灰色②石英の粗粧．雲母の細粒を含む③良好④ハケ目⑤パケ目

ケ　　①11．0　　②3．8　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

ク　　①5．6　　②4．6　①暗黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

ケ　　①ⅰ0・2　　②3・4　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

ク　　①9．0　　②5．3　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

ク　　⑳．0～9．5　②3．1①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④横なで⑤横なで

ク　　①4．9　　②13．0　①黄灰色②石英等の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④⑤

ク　　①10．3　　②3．7　①暗黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

ク　　①7．5　　②15・0　①暗褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好的ハケ目（粗い原体によるタダキ？）

ク　　①17～17・5②9．4　①黄灰色②石英等の租粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目後へラミガキ⑤タダキ後なで

ク　　③13～14．0②7．3　①暗黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目

〃　　①18．0　　②9．6　①黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目⑤パケ目後なで

ク　　①　　　②　　①暗褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④パケ目後なで⑤パケ目後なで

91長胴甕　　　ク　　①22．8　　②29．4　①暗黄灰色②石英等の租粒．雲母の細粒を含む③良好④ハケ目後なで⑤ハケ目

92　台付鉢

93　甕

94　壷

95　鉢

96　大甕

SX－糾　①13．8　　②

検出面　①29・0　　②30．9

検出面　①14．2　　②14．6

検出面　①　　　②

検出面　①　　　②

①暗褐色②石英の粗粒・雲母の細粒を含む③良好④ハケ目後なで⑤なで

①貴灰色②方柱状の黒色鉱物を含む③良好④なで⑤ハケ目後研磨

①黄灰色～淡褐色②石英等の粗粒を含む③良好④ハケ目後なで⑤なで

①淡黄褐色②石英等の粗粒．雲母の細粒を含む③良好④⑤

㈱108

内面に赤色顔料を付す　　　（1）110

㈱202

煤を付す　　　　　　　　002併

00201

0023

00205

00206

鹿部に煤を付す。煮沸に使用。00303

㈱302

（氾310

突帯は重ならずずれる　　　㈱312

00313

00322

00323

㈱319

00311

内面及び外鹿部に紅色を帯びる00321

手づくね

手づくね

手づくね

手づくね

手づくね

手づくね

手づくね

㈱316

㈱315

00306

00301

00305

00314

00307

（1）318

00309

00308

㈱317

鹿部外面に煤を付し、内面に

炭化物が帯状に付着　　　　00304

外面に煤を付す・内面鹿部に

炭化物が付す

一対の孔が対時．

手づくね

①淡黄灰色②石英等の粗粒．雲母の細粒の他・褐色の粗粒を含む③良好④胴部削り⑤パケ目後有軸羽状紋を回らす

山陰系土器

Tab．3　7次調査区出土遺物観察表2

－3・1－

00320

㈱5糾

00502

00501

00503

仰505



第4章　ま　と　め
今回の2地点の調査区は、西新町遺跡の南西部に位置している°調査区の南にはしる東西方向の道路は国道20

2号線が開通するまで唐津街道として機能していた。

西新町遺跡のこれまでの調査によって、Fig．1に示すように東西と南北に主要道路に沿った状況が明らかとなっ

た。遺構は、弥生中期の甕棺墓と後期終末から古墳時代にかけての集落とに大別できる。

甕棺の時期は、何れも弥生中期後葉に比定される型式に属している。1～4号甕棺に使用された小型の甕形土器

はすべて「く」字状口縁に移行する前段階の形態である。3号甕棺下甕はすでに「く」字状口縁である。中型以上

の甕については、早良区の有田遺跡3次調査の井戸跡出土の甕や城南区丸尾台遺跡の前漠鏡や素環頭大刀を副葬し

た甕などを類例としてあげることができる。5号甕棺下甕のように内攣気味に屈曲する「く」字状口縁も、西新町

遺跡2次19号甕棺の上甕にみられるように立岩式新段階の成人棺とセットとなる例が指摘できる。このように5次

調査の甕棺墓に使用された容器は、口縁部が打ち欠かれた壷は時期決定に暖昧さをのこすものの、日常土器として

は須玖式の最終段階、甕棺の型式としては先述した立岩式新段階の券種に併行する時期に位置づけることができる。

また実年代としては一世紀中葉に近い時期と推定される。

次に集落について述べよう。弥生終末から古墳時代にかけての在来系土器は西新式と呼称されている。これまで

筆者は出土例の多い在来系甕形土器の型式をもとに編年をおこなってきた。（‖その概要は凸レンズ状の不安定な底
しもおおくま

部の下大隈式新段階、尖底状の丸底のうち小さなコインほどの鹿部がつく西新Ⅰ式古段階、尖底状の丸底が主体を

なす西新Ⅰ式新段階、胴部中位に重心がくる丸底の西新Ⅱ式古段階から胴部下位に重心がくる丸底の西新Ⅱ式新段

階への変遷である。

遺構の時期を検出された土器によってあてはめると、土器相の範囲は、Tab．4に示すようになる。出土遺物が少

ないなどの理由で土器相の確定が難しい資料については破線で表現した。出土遺物のまとまった7次調査のSC－

01は、56のように下膨れ気味の胴部をもつ甕や屈曲部が脚柱部寄りに移行した高杯54のように西新Ⅱ式新段

階の特徴が強く窺える。52の壷は在来の複合口縁壷の系譜では理解できない要素も含んでいるようである。58・

59のような胴部中位に重心がくると推定される器種がみられることから西新Ⅱ式全般に幅をもたせた位置づけを

行なった。SC－03については71のように重心が胴部上半で鹿部がのこるタイプから胴部中位に重心がくるタ

イプまでを含んでいることから幅をもたせざるを得なかった。

住居跡の構造について6次調査では各隅に4本の柱痕が検出されたSC－06は、床面積約15㎡をはかり、他

の2本柱穴が確認された住居跡の7～8㎡と比べると規模が大きい°　7次調査ではSC－01が長軸を4mとする

と約12㎡、SCー03は長軸に沿った2本柱の構造ながら22㎡の床面積を有しており、規模的にも中枢あるい

は特殊な用途が想定される遺構である。

西新Ⅰ式新段階から西新Ⅱ式新段階にかけて山陰・畿内．朝鮮半島南部など外来系土器の流入がみられるように

なる。このなかで外来系土器の構成比率が高い集落は、遺跡の北東部に集中する傾向があるといわれてきた。（2）今

回の調査ならびに7次調査に西接する10次調査の所見もこうした指摘を裏付ける結果となった。（3）しかし土器の

出土状況は遺棄されたといえる例が少ないため、該期の集団構成をどこまで反映するかは意見の分かれるところで

あろう。

※註

（1）常松幹雄「庄内式土器の時代（玄界灘沿岸）」
『考古学ジャーナル』No・363、1993

（2）田崎博之「古墳時代初頭前後の筑前地方」
『史潤』120輯、1983

（3）調査者の屋山洋氏のご教示による。

漂 下大隈式西新l式 西新ll式新 段 階 古 段 階 新 段 階 古 段 階 新 段 階

6

次

調

査

S C － 0 1

S C － 0 3

S C ー 0 4

S C － 0 5

S C － 0 6

S C － 0 7

S C － 0 8 ．　　．．．1－　－

7

次

調

S C － 0 1

S K － 0 2 一／．

一／ ．ヽ一
．．一■

一
′．一

1．■ ／．一

査 S C － 0 3 一／ コ
1．－■ ／．一

Tab．4　出土土器の様相
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SUMMARY

Nishijin－maChiruinsarelocatedinthenorthsideofSawara／Plainthatfaces

Hakatabay・Oneoftheircharactaristicsistheyareonthedune．AccordingtOthe

geologlcalsurvey，thedunearOundthereissaidtohavebeenfbrmedattheendof
・

Jomonperiod・

AftertheconstruCtion0fthesubway，manybuildingswereconstructedalongthe

mainstreet・LOoksOfthetOWnhavemadegreatchanges・

Dunng1993and1994campalgn，WeeXCaVated3polntSoftheruins・Onthis
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

report，WemakearepOrton6thand7thsurvey．Theyaresituatedinthesouthwest

oftheruins．Andthedistancebetweenthemisonly50meters．

ThemainstructualremainsfbundtherewereJarburialsandpitdwe11ings．Atthe
．

7thpoint，WefbundnveJarburiaⅰS・Theyconsistofapartofthecemetry，and

．

eachburialsareusedfbrchildren・Accordingtotheshapesofthejar，theycanbe
．

datedtotheendofMiddleYayoIPeriod・

Concernlngaboutthedwellings，theybelongtotheendofLateYayolPeri0d．
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

“Nishiiinnmachitypepottery”wasnamedaftertheseruins・

Atthe6thpolnt，Wefbundnine、Pitdwellings．Mostoftheplanforthedwellings
・

aresquareswithtwopostholes．Thefloorspaceissevenoreightsquaremeters・

EspeciallydwellingNo．6hasfburpostholesateachcOm年rS，andthefloOrSPaCe

isl5squaremeters．

Atthe7thpoint，WefbundtwOPitdwellings・TheplanfbrdwellingNo．3is

ellipticandthefloorspaceisabout22squaremeters・TherearetwopOStholeson

thelongaxis．

AlthoughmostofthepotteriesexcavatedtherearecOmPoSedofnative

ones，thosefromfbrelgndistrictsarefbwinnumber・Assuchatendencyhasbeen
．

・　　　　　　　　　　　　　　　　・

alreadypOintedout，WereCOgnlZeditagaln．

Exceptfbrpotteries，anironaxeandstonenetsinkerswerefbund・Thefbrmeris
．

theresultofintercourcewithdevelopedtequnicus，thelattersshowustheactivlty

fbrfishery．

Attheendofthisreport，Wegreatlyappreciateadvicesandaidsbymanypeople・

KEYWORDS：Ruinsonthedune

CemetryattheendofMiddleYayoIPeriodca．20～60A・D．
・

PitdwellingsattheendOfLateYayolPeriodca・the3rd・C．A・D・
・

Nishiiin一maChitypePottery
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PL．1

・（1）6次調査区全景（南より）

▼（2）6次調査区全景（北西より）

溝状遺構（東より）（3）ト



PL．2

（1）SC－01（東より）

（4）SC－03　遺物出土状況（西より）

（5）SC－03　完掘状況（南より）

（2）SC－02　遺物出土状況（西より）

（3）SC－02　完掘状況（北より）

（6）SC－04　遺物出土状況（南より）



PL．3

▼（2）SC－06　出土石錘（東より）

▲（1）SC－05（南東より）

▲（3）SC－06（北より）



PL．4

SC－06　完掘状況（南より）（2）ト

（3）遺物出土状況（西より）

・（1）SC－06　遺物出土状況（北東より）

（4）焼石出土状況（北より）



PL■　5

（3）SX一09　（北より） （4）SC－10　（北より）



PL．6

SC－01

．l．l　●

SC－04

SC－05

11

鞄，三言．三一l一二一．二一一二

住居跡出土遺物1



PL．7

住居跡出土遺物2

SC－06

」」－

SC－07



PL．8



PL．9

（1）西新田丁遺跡7次調査区全景（東より）

（2）西新町遺跡7次調査区南拡張区全景（東より）



PL．10

SK－02　全景（西より）（2）ト

・（1）SX－04　全景（東より）

・（3）SC－01全景（南より）



PL．11

・（1）SC－03　発掘作業風景（西より）

▼（2）SC－03　遺物出土状況（東より）

SC－03　完掘風景（東より）ト



PL．12

▲（1）1号甕棺墓出土状況（東より）

▲（3）3号甕棺墓出土状況（北より）

▲（2）2号甕棺墓出土状況（南より）

▲（4）4号甕棺墓（手前）出土状況（西より）

▲（5）5号甕棺墓出土状況（西より）



PL．13

▲1号甕棺〈上・下〉 ▲2号甕棺〈上．下〉

▲3号甕棺〈上（左）・下（右）〉



PL．14

▲4号甕棺

5号甕棺〈上・下〉ト

98

▲SC－01出土の管玉

▲SK－05　出土鉄斧　処理前．正面・合わせ目（左より）



PL．15

▲SC－01出土遺物

▲SK－02　出土遺物



二圭l江l
撃聯硫

繍酵

▲SC－03　出土遺物
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